




時間学研究所とは
　山口大学・時間学研究所は、広中平祐学長時代の2000年4月に設立されました。設立の意図は、時間という観点から研究
者間の交流を図り、時間学という新たな学際領域を創造すること、そしてその成果の社会的な還元を行なうことにあります。
　文系・理系を問わず、ほぼあらゆる学問が何らかの形で時間と関わり合いを持ちます。物理学では時間は現象を記述する
最も基本的なパラメータの一つです。地質学や考古学では地層や遺跡という形で記録された過去を読み取ることが重要な
課題となります。古代の天文学は天体の運行をもとに暦を作ることがその目的でした。生物が持つリズムは生物独自の時間
を作っていますし、生物としてのヒトが持つリズムと現代社会が人間に強いる時間規律との調和は文理の枠を超えた課題と
なります。現代の我々が持つ時間意識がどのように形成されてきたのかは社会学の課題であり、人間の瞬時の時間知覚は
脳における情報処理の分野で追究されています。そもそも時間とは何か、これは哲学における長い歴史のある問題です。
　時間にはここに書ききれない多彩な側面があり、また容易には解決しえない難しさがあり、それゆえ多くの研究者を惹き
つけ、多くの研究が行われてきました。時間学研究所では、様々な分野において時間に関する研究を行うと同時に、時間に関
する研究の全体像を描き、時間を統合的に理解し、学問分野として体系化をすることを目指しています。上述の通り時間学が
扱う範囲は大変広いため、８名の専任所員のほかに兼務所員（学内教員）、客員教授（学外研究者）として多くの分野の研究
者が関与する体制とし、７つの研究部門を設置しています。
　時間学の構築のためのこの取り組みは、困難な長い道のりであることが明らかです。まだだれも通ったことのない道を進
むように、倦まず弛まずこの努力を続けていくことが時間学研究所の使命です。

The Yamaguchi University Research Institute for Time Studies (RITS) was established in April 2000 when the 
eminent mathematician and Fields scholar Hironaka Heisuke was president of the university. The institute was 
established in order to stimulate discussion amongst researchers with varying viewpoints and to help establish 
the burgeoning field of Time Studies. Upon successful completion of these two goals, RITS’ aim was to then 
contribute to society by sharing its accomplishments.
RITS seeks to understand the question, “In what manner does the study of Time fit into all respective fields of 
academic research?” without concern for divisions between humanities or sciences. In physics, Time serves as one 
of the most fundamental parameters for understanding physical phenomena. In geology and archeology, Time is 
recorded in evidence like geological formations and archeological ruins, and as such is crucial for reading into the 
past. Observers of the cosmos in ancient times tracked the motion of celestial bodies and then from that data 
created the earliest calendars. In biology, life forms are known to have biological rhythms particular to each 
respective life form. By studying the life rhythms of animal and plant life side by side with human life rhythms, 
researchers in the humanities and social sciences can understand what role modern societal factors have on 
human beings (whose lives tend to rely on the strict measure of Time in order to achieve social accord). In this way, 
Time Studies crosses-over from the field of sciences into the humanities. Furthermore Time Studies in the social 
sciences examines how people conceptualize Time and how those concepts are formed. And now, in fields such 
as data processing and computing, researchers are examining how the human brain can perceive the smallest 
measurable instant of Time. And finally of course, the question, “What is Time?” is a question long asked by 
philosophers for centuries.
Time is a multifaceted phenomenon that cannot be explained extensively here. Distilling Time and Time Studies 
into a simple definition is quite a challenge, and for that reason RITS brings together researchers and their 
research from a wide variety of fields. By successfully coordinating research across a variety of academic fields, 
RITS is actively drawing a framework for Time Studies research; making the integrative nature of Time Studies 
more apparent to people both inside and outside of the research community; and is creating a more systematic 
approach for future Time Studies research to be conducted. To deal with these tasks and issues, and to help the 
institute handle this ever-broadening field, RITS employs 7 permanent staff as well as a team of researchers 
composed of both Yamaguchi University faculty and staff, as well as faculty from other universities both in Japan 
and abroad. The institute categorizes its research activities into 7 broad fields: the Cosmos and Earth Sciences, 
Mathematics, Life Sciences, Engineering, Psychology, Social Sciences, and Humanities.
The road to building an independent academic field of Time Studies is long and difficult, but RITS will continue its 
endeavors without growing weary or giving up. By so doing the Research Institute for Time Studies will remain 
dedicated to Time Studies research and continue its mission. 







藤澤 健太

宇宙物理学。山口32m電波望遠鏡を用いて天体の電波を観測する。
主な研究テーマは星形成領域におけるメーザ放射、および銀河系
内ブラックホールの探査。遠方天体の微細な構造を観測するため
に、日本および東アジアの研究者とともにVLBI観測網を構築し、共
同研究を行っている。

1967年生まれ。
東京大学大学院博士課程修了、博士（理学）。
国立天文台助手、山口大学助教授・准教授を経て現職。

FUJISAWA Kenta

時間学研究所　所長

時間学研究所 時間物理学　教授

青木 貴弘

宇宙物理学。主に電波帯域における突発天体の探査と、そのため
の観測システム開発を行っており、特に山口32 m電波望遠鏡と34 
m電波望遠鏡を合成した山口干渉計の構築に従事。併せてパル
サー観測システムを構築して、山口大の研究テーマにパルサー観
測という新テーマを追加。

1983年生まれ。
早稲田大学大学院博士後期課程修了、博士（理学）。
学振特別研究員、早稲田大学助手・助教、
山口大学学術研究員・助教（特命）を経て現職。

AOKI Takahiro

時間学研究所 時間物理学　助教（特命）

専任所員

専任所員



大和田 正明

専門は地質学，特に大陸を構成している花崗岩を研究している．花
崗岩は約42億年前から地球上に存在し，現在も火山地帯の地下で
は花崗岩が作られている．花崗岩は，しばしば有用な金属元素を濃
集する鉱床を伴うなど，人類の生活に密着した岩石の一種である．
花崗岩研究を通じて，豊な社会の確立を考えたい．

1960年生まれ。
北海道大学大学院博士課程修了、博士（理学）。
山口大学助手、助教授を経て現職。

OWADA Masaaki

大学院創成科学研究科理学系学域　

地球科学分野　教授

岡田 誠

深海底コアや陸上（特に房総半島）に分布する海成層を用いること
で，地磁気逆転時の磁場の振る舞いを詳細に解析する研究や，古
地磁気・酸素同位体・微化石を組み合わせた複合層序の確立，およ
び氷期－間氷期変動の解析に関する研究を行っている。

1965年生まれ。
東京大学大学院理学系研究科博士課程 修了、博士（理学）。
東京大学海洋研究所PD，茨城大学理学部助手・助教授・准教授。

OKADA Makoto

茨城大学理学部　教授

兼務所員

客員教授



1969年生まれ。
名古屋大学理学研究科大気水圏科学専攻 修了、理学修士。
1995年　（財）旭高原自然活用村協会
1997年　明石市立天文科学館　学芸員
2012年　同館　学芸係長
2017年　同館　館長

細川 瑞彦

時空計測における相対論効果、基準座標系と時系の構築、原子周
波数標準、標準時の維持、管理、供給とその利活用など。

1958年生まれ。
東北大学大学院理学研究科原子核理学専攻後期課程 修了、
理学博士。
一関高専非常勤講師、通信綜合研究所入所後、研究員、
原子標準研究室長新世代ネットワークセンター長など。

HOSOKAWA Mizuhiko

国立研究開発法人 情報通信研究機構　

理事

客員教授

井上 毅

天文教育、天文学史。明石市立天文科学館の学芸員として、展示、プ
ラネタリウムなどで必要なテーマについて調査・研究を行っている。
最近では、「時の記念日」を調査し、様々なエピソードを発見し、大
いに魅力を感じている。2020年は時の記念日100周年であることか
ら、「時間」に関する企画展を計画中。

INOUE Takeshi

明石市立天文科学館　館長

客員教授



「波動方程式」とよばれる、水面の起伏の変化や空気中を伝わる音、
地震波や電磁波などを記述する偏微分方程式の解の性質を、微分
積分学を基礎とする解析学的手法を用いて研究しています。

1970年生まれ。
筑波大学大学院数学研究科。
筑波大学技官・助手、日本工業大学講師、山口大学准教授を経て現職。

廣澤 史彦 HIROSAWA Fumihiko

大学院創成科学研究科（理学）　

大学院創成科学研究科理学系学域　

数理科学分野　教授

符号理論とその応用．デジタル情報に生じた誤りを訂正する基礎技
術である誤り訂正符号とその基礎理論である符号理論に関する研
究を主に行っている．研究の目的は性能の良い誤り訂正符号を構
成し，その性能を数理的に明らかにし，符号に関するアルゴリズム
を設計することである．

1986年生まれ。
東京工業大学大学院理工学研究科博士課程修了、博士（工学）。
日本学術振興会 特別研究員(DC1・PD)、
神奈川大学工学部 特別助手、
山口大学大学院理工学研究科（理学） 助教を経て現職。

NOZAKI Takayuki

大学院創成科学研究科（理学）　

大学院創成科学研究科理学系学域　

情報科学分野　講師

野﨑 隆之

兼務所員

兼務所員



Jérôme Bolte

非線形動力学。非平衡開放系の自己組織化現象、特にリミットサイ
クル振動子の集合体、ネットワーク、連続場等における同期現象や
波動現象の理論的研究。同分野への主な寄与として、位相縮約理
論の開発、集団同期現象の可解モデルに提出、位相乱流現象の発
見等。

1940年生まれ。
京都大学大学院理学研究科博士課程 単位取得退学、理学博士。
九州大学助手、京都大学助教授・教授、
北海道大学特任教授を経て現職。

蔵本 由紀 KURAMOTO Yoshiki

京都大学　名誉博士

客員教授

1971年生まれ。
PhD University of Montpellier (France)
University Paris 6, Ecole Polytechnique, University Toulouse 
Capitole

é ô

î
é

University Toulouse Capitole / 

Toulouse School of Economics / 

ANITI

客員教授



1951年生まれ。
Ph.D. (Moscow Inst. for Physics & Technol.), Dr. Sci. (Landau Inst.)
Russia: Organic Intermediates and Dyes Institute (NIOPIK), MIREA 
- Technical University; Lomonosov Moscow State Univ.
Japan: Kyushu Institute of Technol., Institute for Math. Sci., KAO 
Corp.; Univ. of Tokyo; Fukui Univ.; Kyushu Univ.

Michael I. Tribelsky (Mikhail Isaakovich Tribel’skiy)

Leading Research Associate, 

Head of Laboratory, 

Lomonosov Moscow State Univ.

名誉博士

1985年生まれ。
Ph.D. (Pierre et Marie Curie University, France)
Optimization and Combinatorics Lab. Paris-Centre Institute, 
Galileo Institute Paris-Nord, 

TISHCHENKO Serge

Associate Professor, 

Lomonosov Moscow State University

客員准教授



明石 真

24時間社会で生きる現代人の健康のために、概日時計（約24時間
をはかる体内時計）のしくみを理解することは大切です。分子メカ
ニズムの理解を目指した研究を中心に進めるとともに、ヒトの概日
時計測定などの医学応用研究も展開しています。

1973年生まれ。
京都大学大学院理学研究科博士課程修了　博士（理学）。
日本学術振興会特別研究員PDのちSPD、      
佐賀大学医学部寄附講座教員のち助教を経て現職。

AKASHI Makoto

時間学研究所 時間生物学　教授

松村 律子

時間生物学。あらゆる生物には概日時計という機能が存在し、約1
日周期の生体リズムを生み出しています。概日時計の中心メカニズ
ムを担う「時計遺伝子」に関わる基礎研究を主としたテーマに取り
組んでおり、概日時計の分子レベルでの理解の進展に貢献したい
と考えています。

1977年生まれ。
九州大学大学院博士課程単位取得退学、博士（農学）。
山口大学時間学研究所技術補佐員、学術研究員、
日本学術振興会特別研究員（RPD）を経て現職。

MATSUMURA Ritsuko

時間学研究所 時間生物学　助教（特命）

専任所員

専任所員



岩尾 康宏

生殖発生生物学。新たな生命の始まりである受精のしくみは、下等
な動物からヒトなどの高等動物に至るまで進化上よく保存されて
いる。脊椎動物での受精と発生開始のモデル動物である両生類を
用いて、受精の成立と卵発生開始を誘起する分子機構とその進化
を研究している。

1955年生まれ。
北海道大学大学院博士前期課程修了（理学博士）。
山口大学理学部・助手。助教授を経て現職。

IWAO Yasuhiro

大学院創成科学研究科理学系学域　

生物学分野　教授

谷澤 幸生

内科学、内分泌・代謝、糖尿病学
糖尿病の病因、病態、治療に関する臨床的、基礎的研究
糖尿病における膵β細胞不全、インスリン分泌障害に関する分子
細胞生物学的研究、体内時計による代謝調節とその異常による疾
病発症について

1958年生まれ。
山口大学大学院医学研究科修了、医学博士。
山口大学医学部附属病院　第３内科　科長（併任）、
山口大学医学部附属病院　副病院長（併任）（平成28年3月31日まで）
　　　　　　　　　　　　を経て現職。

TANIZAWA Yukio
医学科長（併）
医学部長（併）
医学系研究科長（併）
大学院医学系研究科医学専攻
　病態制御内科学講座　教授

兼務所員

兼務所員



田邉 剛

生活習慣病と自然免疫の関連を解析し、新しい診断法や治療法の
開発を目指しています。特に免疫能の日内変動が疾患発症に与え
る影響について興味を持っています。最近増加している脂肪肝から
の肝がん発症メカニズムや、骨髄移植後の予後改善法の開発を進
めています。

1960年生まれ。
山口大学大学院医学系研究科博士課程修了、博士（医学）。
山口大学医学部助手、東京大学医科学研究所研究員、
産業技術総合研究所主任研究員（ミシガン大学留学）、
島根大学医学部准教授を経て現職。

TANABE Tsuyoshi

大学院医学系研究科 医学専攻 

公衆衛生学・予防医学講座　教授

美津島 大

エピソード学習が海馬発火活動やシナプス可塑性に及ぼす影響。
運動学習が一次運動野のニューロン特性やシナプス可塑性に及ぼ
す影響。 

1965年生まれ。
東京大学農学部獣医学科　獣医学博士。
Wisconsin大学霊長類研究所 Honorary Fellow、
横浜市立大学大学院医学研究科生理学　准教授、
神奈川歯科大学歯学部生理学　特任教授を経て現職。

MITSUSHIMA Dai

大学院医学系研究科　医学専攻　

神経生理学講座　教授

兼務所員

兼務所員



KONDO　Takako近藤 孝男

武藤 正彦

皮膚科学、人類遺伝学。主な研究テーマは稀少難治性皮膚疾患（汎
発性膿疱性乾癬、エーラス・ダンロス症候群など）を対象疾患として、
これまでに得たゲノム解析の成果を活用しながら、該当する疾患の
治療法の開発研究に取り組んでいる。

1952年生まれ。
東京医科歯科大学大学院医学研究科修了、医学博士。
九州大学助手、山口大学助教授・教授を経て現職。

MUTO Masahiko

山口県立総合医療センター　病院長

客員教授

生物は地球の自転に対応するため細胞内時計機構を開発してきた。
我々はシアノバクテリアを利用し時計タンパク質KaiCを発見した。
このタンパク質はごく僅かなエネルギーで正確に24時間を測定で
きる。その動作原理は人類が開発してきた振子時計とよく似ている
ことが解明されつつある。

1948年生まれ。
名古屋大学大学院理学研究科博士課程 単位取得退学、理学博士。
1978年10月　基礎生物学研究所制御機構研究系　助手。
1995年4月　名古屋大学大学院理学研究科生命理学専攻　教授。

名古屋大学　名誉教授

客員教授

客員教授



寺尾 将彦

視覚科学。時空間的に不安定な感覚入力や脳からどのように安定
的な知覚が生じるのかについてのこころの時空間情報処理につい
て主に心理物理学的手法を用いて調べている。研究テーマのキー
ワードは時空間知覚、眼球運動、運動視、周辺視など。

1981年生まれ。
関西学院大学大学院博士過程後期過程単位取得退学、博士（心理学）。
東京大学大学院総合文化研究科特任研究員、
学術振興会特別研究員、
東京大学人文社会系研究科特任研究員を経て現職。

TERAO Masahiko

時間学研究所 時間心理学　助教

（テニュアトラック）

小野 史典

人間の認知に与える意識的・無意識的プロセスの科学的解明。私た
ちが，自分の意思で行っていると信じている行動や，正確に外界の
環境を知覚していると信じている主観的経験が，意識的・無意識的
な要因によって影響を受けていることを実験によって明らかにする。

1978年生まれ。
広島大学大学院博士課程修了，博士（心理学）。
順天堂大学・日本学術振興会特別研究員PD、
東京大学 先端科学技術研究センター・特任助教を経て現職。

ONO Fuminori

教育学部 心理学選修・准教授

専任所員

兼務所員



一川 誠

時空間に関する人間の知覚認知や感性の特性について，実験心理
学的手法に基づく研究を行なっている．人間にとって直接的に触れ
ることのできる時空間の特性を理解することと，時空間に関わる人
間の知覚認知能力の開発可能性や制約について見極めることを現
在の研究の目的としている．

1965年生まれ。
大阪市立大学文学研究科後期博士課程　修了、博士（文学）。
大阪市立大学文学研究科後期博士課程修了．博士（文学）、
学術振興会特別研究員、
York UniversityでのPostdoctoral Fellow、
山口大学工学部講師・助教授、
千葉大学文学部助教授・准教授を経て現職。

ICHIKAWA Makoto

千葉大学大学院人文科学研究院　教授

客員教授



長 篤志

視覚を中心とした脳の理解とその映像技術への応用を研究してい
る．特に，錯視に注目した視覚のモデル化をおこない，映像生成技
術や映像鮮鋭化技術に応用してきた．最近は，視覚の時間的特性と
ノイズの効果について興味を持って研究している．

1972年生まれ。
山口大学大学院工学研究科博士前期課程修了，博士（工学）。
山口大学助手・講師を経て現職。

OSA Atsushi

大学院創成科学研究科工学系

学域 知能情報工学分野　准教授

織田 一朗

（主な著作）「時計の針はなぜ右回りなのか」（草思社）、「日本人は
いつからせっかちになったのか」（ＰＨＰ新書）、「時の国際バトル」
（文春新書）、「世界最速の男を捉えろ」（草思社）、「時計の科学～人
と時計の5000年の歴史～」（講談社ブルーバックス）など

1947年生まれ。
慶應義塾大学法学部法律学科 卒業、学士。
1971年（株）時計会社入社、1997年　円満退社を経て現職。　

ODA Ichiro

時の研究家、首都大学東京 客員教授

兼務所員

客員教授



右田 裕規

専攻は社会学。近代社会固有の時間経験・知覚についての社会学
的研究、とりわけ産業資本主義の成長から生成される祝祭経験の
特性についての研究を主題とする。

1973年生まれ。
京都大学大学院文学研究科博士後期課程研究指導認定退学。
博士（文学）。
大谷大学任期制助教、山口大学時間学研究所講師を経て現職。

MIGITA Hiroki

時間学研究所　副所長

時間学研究所 時間文学　准教授

山本 晴彦

植物の生育診断と制御に関する研究、東アジアで発生する風水害
などの気象災害の予測と被害の軽減技術の開発等に従事。戦前の
気象観測の時空間的な展開について史料分析を実施。平成26年度
日本自然災害学会賞（学術賞）、2014年度 日本農業気象学会賞（普
及賞）を授与

1957年生まれ。
山口大学農学部卒業、博士（農学）。
農林水産省研究員（九州農業試験場）、
山口大学助手・助教授を経て現職。

YAMAMOTO Haruhiko

生物資源環境科学科長（併）

大学院創成科学研究科農学系学域　

生物資源環境科学分野　教授

専任所員

兼務所員



濵島 清史

若年雇用問題、東アジアの社会政策、日本的雇用慣行。以前、自己
の科研費で地域若者サポートステーション等、また東大社研の科
研費プロジェクトでシンガポールの福祉システムを研究してきた。
最近は韓国の社会的企業も調査し、将来的には日本的雇用慣行の
研究を極めていきたい。

1963年生まれ。
東京大学大学院第２種博士課程、修士。
山口大学経済学部専任講師・准教授を経て現職。

HAMASHIMA Kiyoshi

経済学科長（併）

経済学部 経済社会講座　教授

数理科学部門（兼） 数理科学部門（兼）

1965年生まれ。
MA (Cantab), MPhil, PhD in Japanese Studies (University of Vienna)
University of Vienna; Karoli Gaspar University, Budapest; 
University of Pennsylvania

Brigitte Steger

Associate Professor, 

University of Cambridge

名誉博士 客員准教授

Michael I. Tribelsky TISHCHENKO Serge

兼務所員

客員准教授



小山 虎

専門は哲学です。主な研究テーマは、四次元主義や現在主義などの
時間の存在論、メタ形而上学、分析哲学史。哲学で一般的な研究手
法にこだわらず、様々な分野の研究者とコラボしています。特に、ロ
ボットに関する哲学研究をロボット工学者と共同で長年しています。

1973年生まれ。
大阪大学大学院人間科学研究科博士課程修了　博士（人間科学）。
日本学術振興会特別研究員PD（慶應義塾大学文学部）
米国ニュージャージー州立ラトガース大学哲学科客員研究員
大阪大学大学院基礎工学研究科特任助教を経て現職。

KOYAMA Tora

時間学研究所　講師（テニュアトラック）

太田 聡

日英語対照音韻論・形態論。日本語と英語を比較しながら、アクセン
ト付与や語形成のメカニズムを研究し、異なるタイプの言語のよう
に見えても、いかに同じ原理や制約が働いているかを明らかにして
いる。

1959年生まれ。
筑波大学大学院博士課程単位取得退学、文学修士。
山口大学助手、講師、助教授、教授を経て現職。

OHTA Satoshi

人文学部　欧米言語文学講座　教授

専任所員

兼務所員



森下 徹

日本近世史を専攻し、とくに都市域を中心に形成された多様な「労
働者」の世界を研究テーマとしています。それに関連して、労働を管
理する側からも、また働く側からも、時間に基づく定量化がどのよう
にして発生するのか、という問題にも関心をもっています。

1963年生まれ。
東京大学大学院人文科学研究科博士課程　博士（文学）。
1994年、教育学部講師として山口大学に赴任、以後、助教授、
准教授を経て今に至る

MORISHITA Toru

教育学部 社会科教育講座　教授

研究分野は比較文学や翻訳学である。｢近代｣というパラダイムに
おいてスイス作家ローベルト･ヴァルザーと夏目漱石の比較研究し、
その他に「夢」、｢時間｣、童話を脚色する文学や他メディアへのアダ
プテーションなどの研究を行っている。漱石の｢抗夫｣をドイツ語に
訳した。

1958年生まれ。
エアランゲン大学（ドイツ）、博士（哲学）。
山口大学教養部講師、人文学部助教授を経て現職。

ō

ō

Hintereder -Emde Franz

山口大学人文学部

欧米言語文学講座　教授

兼務所員

兼務所員



仁平 千香子

日本近現代文学。単著Haruki Murakami: Storytelling and Produc-
tive Distance (2019)では村上春樹における文化的・言語的越境性
や他者表象について執筆。その他、文学の言語教育への利用や翻
訳学との関わりに関する論文を発表。現在は戦後消費社会の食形
成と家族や個人のアイデンティティ形成への影響について研究中。

1985年生まれ。
豪シドニー大学大学院博士課程終了、PhD（文学）。
山口大学留学生センター講師（１年任期）を経て現職。

NIHEI Chikako

上野 修 UENO Osamu

国際総合科学部国際総合科学科　助教

西洋近世哲学を研究。とりわけスピノザの異色の哲学を研究の中
心に据えながら、現代のわれわれの考え方のさまざまな前提を問
い直すことがテーマ。スピノザを虚軸に据えて哲学史・思想史を書
き換える一連の共同研究を行っている。時間学に関しては「永遠」と
いう厄介な概念について考えてみたい。

1951年生まれ。
大阪大学文学研究科博士後期課程単位取得退学、文学修士。
大阪大学助手、山口大学助教授・教授、大阪大学教授を経て現職。

大阪大学　名誉教授

兼務所員

客員教授



1966年生まれ。
Dr. phil. (Philosophy, 1999, Bonn University)
Dr. habil. (Japanology, 2006, Bonn University)
Institute for Research on Modern Japan, Bonn University; 
Japanese Studies Seminar, Frankfurt University; Institute
 for Asian and Oriental Studies, University of Zurich

Raji C. STEINECK

Professor of Japanology, 

University of Zurich

客員教授



辻  正二

社会学と時間学の研究をしてきた。社会学では逸脱行動論、高齢社
会論、地域社会論の領域で調査と理論の研究をしてきた。時間学に
関しては時間学の研究方法、社会的な時間の加速性の問題、暦に
おける太陰暦の潜在的な機能が主要研究領域である。

1948年生まれ。
九州大学大学院博士課程中退、博士（文学）。
鹿児島女子大学講師、宮崎大学講師・准教授、山口大学助教授・教授、
時間学研究所所長、保健医療経営大学教授

TSUJI Shoji

保健医療経営大学　特任教授

時間学研究所　教授（特命）

広中 平祐 HIRONAKA Heisuke

日本学士院第２部部長
一般財団法人数理科学振興会 代表理事
京都大学 名誉教授
山口大学時間学研究所 名誉所長

専任所員

名誉所長




